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研究はまだまだ少ない｡北尾 ･速水 (1986)も述べるように,教育活動を見直していく際には,教材や教え方 (教授
法)を改善 していくことが何よりも大切であるが,それと同時に学生の心理状態をよく知ることも又重要で
ある｡ そうした中で,学生からの授業評価 ･大学評価に関する研究は若干みられるようになってきた (例えば梶田,




学は,小 ･中 ･高校と違い,独特な学習 ･生活環境をもっ｡ それ故に,初等 ･中等での学習意欲に関する成果をその




















































































































































ては自信 も喪失 し動機づけは弱い｡ こうしたことは "学習された無力感 (learnedhelplessness)"と呼ばれる
(cf.Hiroto,1974;Hiroto& Seligman,1975;Dweck,1975;Diener& Dweck,1978)｡
第二は,課題や教材の要因である｡ 学習者の興味 ･関心をひく課題や教材が提示されるか否かが動機づけを左右す
る (cf.有田,1984)｡学習者は熟知している課題よりは,新奇な課題に興味をもつ ｡ しかし,全く手がかりも得 られ
ないような新奇な課題に対しては,はじめから考えようとする意欲を喪失することがある (波多野 ･稲垣,1971)0
従って,適度な (最適水準)新奇さの課題が動機づけを強める (波多野 ･稲垣,1971;小林,1972)｡
第三に,教師側の要因である｡これは,主に教師の教え方に関わるものである｡教え方の上手 ･下手によって学習
者の動機づけが左右されるのは自明のことである｡ 教え方が上手であるためには,その教師が教材を十分に理解して
いる必要があろう｡ また発問の仕方や賞罰の与え方,対応の仕方が巧みでなければならない (cf.Brophy& Good,
1974;Brophy,1983)｡その背後には,教師が子どもたち一人一人の性格や心理をよく掌握しているかどうかの要因が
ある (北尾 ･速水,1986)｡教師側の要因としては,教え方に関する技術的なものばかりでなく,教師の性格や態度









































































































しかし,岩田 (1985)の報告するところによると,彼女の所属する決 して偏差値的には高 くない大学の学生でも,
教師の側の問題提議や知的な刺激に感動 し,自ら深 く考え,学ぶことに喜びを感 じるという｡ 岩田は,その大学の中
でも最も学生たちの間で評判の高い西山ゼミナールを例にあげて,学生たちの受ける衝撃の程を細かく報告している｡
西山ゼミナ-ルでは,入学前の受験戦争の過程で 唯`一の正解'を求めることに慣 らされてしまった一年生に対 し,
例えば ｢人殺 しはなぜ悪いか｣｢平和のための戦争はありえるか｣｢東南アジアの売春ツアーは果たして悪か｣などと
いう,学生たちには極めてショッキングな問題をっきっける｡ そして,学生たちがありふれた常識的な発言をしよう






















氏は,恐 らく学生たちのこころをよく理解 していたと思われ,また学生たちに学んで欲 しいという期待があったよう
に思われる｡ とりわけ日本の大学教官は,学生たちに対する期待があまりないという報告もある (高根,1985)｡ ま
た教師自身の動機づけも問題となる｡教師がおもしろいと思うこと,さらには教えることを楽 しいと思わなければ外
発的な動機で受講 している多くの大学生に,おもしろいと思わせることは不可能であろう (北尾 ･速水,1986)｡
第 2節 捜業場面で学生たちの学習意欲を喚起する具体的方法論 (補足)
上記では,学生たちが内発的な動機づけを喚起するダイナミズムについて詳述 してきたが,教官側が具体的にどう
すればいいのかについては,授業形態で若干述べた程度で,全体的にはほとんど触れていない｡学生が授業を満足さ
せるための方法論はDavis,Wood& Wilson(1983)に非常に詳 しいので (Table参照),参考にすれば良いであろう













































は喚起 しない報告がなされている (Berlyne,1960)｡小さすぎてもダメであるから,中程度の葛藤をっ くり出さねば
ならない｡これには,いくつか方法があるだろうが,最も簡単なのは,授業終了後に授業の感想文を書かせることで
ある｡これは,学生側にとっては授業について東の中で整理をする意義があるのと同時に,教師側にとっては学生た































































分に考慮されなければならない ｡ ある大学では,授業そのものが成立 しないとの嘆きもよく耳にする｡ また学部要因
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